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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリンサブユニットα2（ITGA2）ホモサピエンス この遺伝子は、コラーゲンおよび関連タンパク質の膜貫通受容体のαサブユニットをコードする。コードされているタンパク質はβサブユニットとヘテロ二量体を形成し、血小板および他の細胞型の細胞外マトリックスへの接着を媒介する。コードされているタンパク質の喪失は、出血性疾患である血小板9型と関連している。このタンパク質に対する抗体は、新生児同種免疫性血小板減少症を含むいくつかの免疫疾患で認められている。この遺伝子は、関連するαサブユニット遺伝子に隣接して位置している。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2012年8月]、ドメイン：インテグリンIドメイン（挿入）はVWFAドメインである。 Iドメインを持つインテグリンはプロテアーゼによる切断を受けない。,機能：インテグリンα2/β1は、ラミニン、コラーゲン、コラーゲンCプロペプチド、フィブロネクチン、Eカドヘリンの受容体である。コラーゲン中のプロリン水酸化配列G-F-P-G-E-Rを認識する。血小板やその他の細胞のコラーゲンへの接着、コラーゲンおよびコラーゲナーゼ遺伝子発現の調節、力の発生、そして新たに合成された細胞外マトリックスの組織化に関与する。,多型：位置534は血小板特異的同種抗原HPA-5（Br）と関連している。HPA-5A/Br(a)はLys-534を持ち、HPA-5B/Br(b)はGlu-534を持つ。HPA-5Bは新生児同種免疫性血小板減少症（NAITまたはNATP）に関与している。 Lys-534-Glu多型は、冠動脈疾患（CAD）において役割を果たしている可能性がある。,類似性：インテグリンα鎖ファミリーに属する。,類似性：1つのVWFAドメインを含む。,類似性：7つのFG-GAPリピートを含む。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットのヘテロダイマー。α-2はβ-1と会合する。HPS5およびRAB21と相互作用する。ヒトエコーウイルス1型および8型のカプシドタンパク質に結合し、これらのウイルスの受容体として機能する。ロタウイルスAのVP4と（ITAG2 Iドメインを介して）相互作用する。この相互作用は、ITGA2が受容体として機能するロタウイルスインテグリン依存性株でのみ起こる。,
	研究分野
	接着斑、ECM-受容体相互作用、造血細胞系統、アクチンと細胞骨格の調節、がんにおける経路、小細胞肺がん、肥大型心筋症 (HCM)、不​​整脈性右室心筋症 (ARVC)、拡張型心筋症。
	画像データ
	

	インテグリンα2ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	インテグリンα2ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

